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好ましい小さな変化に気づき、歩んでゆこう！ 
  

 風薫る五月となりました。木々の若葉も緑を増しております。平素は、聖母の小さな学校の教育にご

理解、ご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

 新学期が始まり、1 か月が経ちました。生徒たちも新しい状況の中

で、戸惑ったり、気を取り直したりしながら、精一杯な日々を過ごし

ているようです。其処で自分が出会う人や出来事に、すんなりと触れ

合えない、また、取り組めない、対処できないことなどを通して、 

自分の特徴や傾向に気づくでしょう。その気づきによって、自分のや

り方を考え、作り、社会参加する力を得ていくと思います。その時を

も、支えたいと思います。 

 さて、4/25（金）に、今年度の第 1回保護者会を開きました。保護者会では、子どもたちの現在の様

子、そして、その時、今、思ったり、感じたりしている保護者の気持ちを自由に話していただきます。

何を話しても、そこにいる人々は、悩みの深さや、どうしてやることもできない子どもの状況や苦しん

でいる子どもの気持ちを思う時の悲しさ、また、先の不安などを感じ、深く共感してゆかれます。共感

することによって、自分の子どもをよく見ることができ、自分の子どもに近づくことができるようです。

自身の学校へ行けないという観点からしか見ようとしなかった子どもの姿を、他の角度からも見る事が

できるようになります。その見方を得ることが「子どもをよく見る」ということです。その事によって、

子どもを受け止め、認め、今のありのままの子どもと共に生きるという事でしょう。 

 人の目が怖くて外に出られないとか、自分はダメな人間だ、生きている価値がないと思っている子ど

もたちに、希望を与えることになります。子どもたちが「今のまま、そのままでいいよ、ここから始め

よう！」と言われた時の安心感や喜びは大きいです。本校に通う生徒たちを見ていて実感することです。

保護者の方々は、子どもとご自分のありのままを話されることにより、現在の状況を一人で抱えるので

はなく、他者に開くことにより、何とかなるという放置や本人任せだけでなく、自分の事として正しく

抱えてゆかれるように思います。また、子どもの経過やその時々の親としての思いを話されることによ

り、新たな発見もあり、不登校という現実に意味を見出してゆかれます。このことは、当事者だけでな

く、社会の大きな力になります。今回も「参加して良かった」「少し、○○してみようと思う」「自分だ

けではない！勇気づけられた！」などの発言がありました。創立以来続く保護者会を大切にしたいと 

思います。また、令和 5年度から舞鶴市の委託事業となり、共催できていることを幸いに思います。 

 そして、創立記念日でもある今月 31日（土）は、「聖母ファミリーデー＝五月祭」があります。ＯＢ

保護者の方々が、軽食、催し物などを準備中です。また、毎回恒例となっている 80 センチ四方の特製

大ケーキも登場します（とても美味。顧問 大塚司教様提供）。どうぞ皆さまお出かけくださり、聖母フ

ァミリーの一員として、楽しい時をお過ごしください。 

 

 

 

 

 



フランシスコ教皇との謁見 

いただいた「ペルガメーナ」 

≪フランシスコ教皇の逝去を悼んで≫ 

4月 21日、聖母の小さな学校と大きなつながりのあるフランシスコ教皇が 

逝去なさいました。本校は 2021 年 4 月 5 日フランシスコ教皇より「ペルガ

メーナ」（教皇の祝福の証）をいただきました（右写真）。そこには、「聖母の 

小さな学校（京都）の先生、スタッフ、支える全ての方々、生徒たちに祝福

を与えます」と記されていました。 

また、2019年の教皇来日の折、彼は「日本の社会にある有能さと生産性と

成功のみを求める文化が、いじめや不登校の増加につながり、また自分を 

責めてしまう事態は新たな形態の疎外と心の混迷を生んでいる。このことが

特に若い人たちを苛んでいます。皆さんにお願いします。若者と彼らの困難

に、特に心を砕いて下さい」と私たちに呼びかけました。これに応えて、2024

年５月１日、バチカン市国で教皇と謁見し、直接、本校の内容を伝えました 

（右写真）。そして「私も共にいるから、これからも続けるように」と励まし

をいただきました。 

ある識者は、「カトリック教会を超え、何百万の人々を謙虚さと純粋な愛で

鼓舞した」と悼まれました。私たちもそのように鼓舞され、励まされた 1人

として、ご逝去を悼みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月の主な行事＞ 

12日（月）・19日（月）ギター教室         22日（木）英会話教室 

13日（火）・27日（火）ウズベキスタン文化学習   23日（金）月例保護者会 18:30～20:00 

14日（水）華道教室                29日（木）体育 

17日（土）創立 30周年記念企画「鯖街道を歩く」   31日（土）「五月祭」 

21日（水）・28日（水）陶芸教室 

 


